








兵庫県立美術館　

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1　

TEL: 078-262-0901（代表）  　FAX: 078-262-0903

取材・写真提供に関すること

営業・広報グループ　

TEL: 078-262-0905（グループ直通）

FAX: 078-262-0903

展示内容に関すること

担当学芸員：西田桐子、小林公

e-mail: nishida@artm.pref.hyogo.jp　

TEL: 078-262-0909（学芸直通）　FAX: 078-262-0913

お問い合わせ先

広報用画像について

このプレスリリースに掲載されている画像データをプレス掲載

用にご用意しております。別紙の申込書をご使用ください。
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同時開催の展覧会

県美プレミアムⅡ

特集

「時間をひらく―新収蔵品を中心に」（仮）

小企画

「美術の中のかたち―手で見る造形－　

つなぐ×つつむ×つかむ：無視覚流鑑賞の極意」（仮）

7月2日（土）～11月6日（日）

横尾忠則現代美術館

ヨコオ・マニアリスムvol.1 

8月6日（土）～11月27日（日）

兵庫県立美術館
プレスリリース
2016年５月

関連イベント

■記念講演会

　7月17日（日）午後2時より約90分

　講師：浅田 彰氏（批評家）

　演題：フジタを追って――世界史を横断したトリックスターの足跡

　場所：ミュージアムホール（定員250名〔友の会会員優先座席あり〕）

　聴講無料（要観覧券・整理券※）※当日午前11時からホワイエで整理券を配布

■連続講演会「フジタへの視点」

　第1回　藤田嗣治の1930年代　－東西の狭間での葛藤－

　8月7日（日）午後2時より約90分　

　講師：深谷克典氏（名古屋市美術館副館長）

　第2回　藤田嗣治 「乳白色」の真実　

　8月21日（日）午後2時より約90分

　講師：内呂博之氏（金沢21世紀美術館コンサーベーター／キュレーター）

　第3回　藤田嗣治の戦争と美術

　8月28日（日）午後2時より約90分　

　講師：河田明久氏（千葉工業大学教授）

　場所：いずれもミュージアムホール（定員250名）　聴講無料、要観覧券

学芸員による解説会

　7月30日（土）、8月６日（土）、8月20日（土）、9月17日（土）

　いずれも午後４時より約45分

　場所：レクチャールーム（定員100名）　聴講無料

ミュージアム・ボランティアによる解説会

　会期中の毎週日曜日、午前11時より約15分

　場所：レクチャールーム（定員100名）　聴講無料

おやこ解説会

　8月６日（土）、8月20日（土）いずれも午後1時30分より約30分

　場所：レクチャールーム（定員100名）　要申込、参加費無料

　お問い合わせ：こどものイベント係　Tel：078-262-0908

交通案内

阪神岩屋駅（兵庫県立美術館前）から南に徒歩約8分

JR神戸線灘駅から南に徒歩約10分

阪急神戸線王子公園駅から南西に徒歩約20分

神戸市バス・阪神バス「県立美術館前」下車すぐ

地下駐車場:  乗用車80台収容・有料

＊ご来館はなるべく電車・バスをご利用ください

＊団体バスでお越しの場合は、バス待機所の予約をお願いします

「FOUJITA－フジタ－」（2015年／日本・フランス／ 2時間6分）

監督：小栗康平

出演：オダギリジョー、中谷美紀、アナ・ジラルﾄﾞ、アンジェル・コモー

7月24日（日）　①10：30～ 12：40　『FOUJITA』上映

 　　  ②14：10 ～ 16：20　『FOUJITA』上映　※各回入替制

　　　　　　　 ※12:50から小栗康平監督のトークショー

　　　　　　　　  （１回目、２回目どちらかの映画入場券が必要）

場所：ミュージアムホール（定員250名）

料金：大人　1,300円（一般、シニア共）　　　芸術の館友の会会員　500円　

　　　NPO神戸100年映画祭賛助会員　800円　　　

　　　NPO神戸100年映画祭正会員　無料

主催：兵庫県立美術館アートフュージョン実行委員会、NPO神戸100年映画祭、

　　兵庫県映画センター

お問い合わせ：兵庫県映画センター内

　　　　　　　KEN-Vi名画サロン係　Tel：078-331-6100

KEN-Vi 名画サロン特別上映

●

●

●原田の森
ギャラリー

●神戸文学館

●ＢＢプラザ美術館





■■■■■ 広報画像等に関するご案内 ■■■■■ 

「生誕 130年記念 藤田嗣治展 -東と西を結ぶ絵画-」をご紹介いただく場合は、下記の注意事項をご確認い

ただき、裏面「広報画像申込書」に必要事項を記入のうえ、FAX で藤田嗣治展実行委員会事務局（兵庫県立美

術館営業・広報グループ）までご連絡をお願いします。 

 

重要 本展出品作品は著作権が保護されています。 

 

1)新聞、雑誌、ミニコミ誌 

展覧会を広報するため作品画像を掲載する場合は、以下を厳守してください。この範囲内でご紹介い

ただける場合のみ、著作権使用申請は主催者で一括して行い、著作権使用料は主催者で負担します。 

 

○作品画像の使用は 1点のみとすること 

○展覧会情報を除く本文（作品解説等）は 400字以内とすること 

○作品画像の掲載サイズを 50㎠（平方センチメートル）未満とすること 

 

≪その他の注意事項≫ 

○作品画像は必ず全図で使用してください。 

○部分使用、作品に文字や他のイメージを重ねることはできません。 

○作品画像の使用は本展を紹介する場合に限らせていただきます。 

○展覧会終了後の画像使用はできません。 

○使用する作品画像には、作家名、≪作品名≫、制作年、所蔵先、著作権クレジットを記載ください。 

○掲載内容を事前に確認させていただきますので、必ずゲラを兵庫県立美術館営業・広報グループま

で FAXでお送りください。 

 

以上を遵守いただけない場合、問題が生じた際、主催者では一切責任を負いかねます。 

 

■■展覧会場を取材いただく場合■■ 

開会式や内覧会などで会場を撮影し、展覧会の開催をニュース（時事の報道）としてご紹介いただく

場合は、通常の報道扱いとなり、著作権使用申請やクレジット表記は不要です。ただし、報道の範囲

をこえ、作品画像の掲載が主で、媒体のコンテンツとなるような使用方法は、著作権使用申請が必要

となり、著作権使用料を各自でご負担いただくことになりますのでご了承ください。なお、展覧会の

取材、撮影をご希望する場合も、裏面「広報画像申込書」に必要事項を記入し、事前に藤田嗣治展実

行委員会事務局までご連絡ください。連絡がない場合は取材をお断りさせていただく場合があります。 

 

2）テレビ 

展覧会場を取材いただく場合は、上記「■■展覧会場を取材いただく場合■■」をご確認ください。 

ワイドショーやバラエティー番組、展覧会探訪番組などで、作品画像を使用する場合は、著作権使用

申請と著作権使用料が必要となります。藤田嗣治展実行委員会事務局では対応しかねますのでご了承

ください。 

 

3）ホームページ  

文章での紹介としてください（兵庫県立美術館ホームページへのリンク可）。自身のホームページで作

品画像を使用する場合は、著作権使用申請と著作権使用料が必要となります。藤田嗣治展実行委員会

事務局では対応しかねますのでご了承ください。※展覧会名ロゴご入り用の場合は別途お問い合わせください。 



兵庫県立美術館 

「生誕 130 年記念 藤田嗣治展－東と西を結ぶ絵画－」  2016年 7 月 16日（土）～9月 22日（木・祝） 

広報画像申込書 

              〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-1-1 電話（078）262－0905（直通） 
 

 

ご希望の画像の番号に○をつけてください。後日データ（.jpg）をお送りいたします。 

 

番号 作品名・制作年・所蔵 等 

1 
《自画像》1929年 東京国立近代美術館蔵 
©Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2016 E2169 

2 
《エレーヌ・フランクの肖像》1924年 イセ文化基金蔵 
©Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2016 E2169 

3 
《猫》1940年 東京国立近代美術館蔵 
©Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2016 E2169 

4 
《聖母子》1959年 ランス大聖堂蔵（ランス美術館寄託） 
©Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2016 E2169 

5 
中山岩太《ポートレイト（藤田嗣治）》1926-27年 中山岩太の会蔵 
©Fondation Foujita / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2016 E2169 

 

 

※本展出品作品は著作権が保護されています。表面の「広報画像等に関するご案内」の内容を厳守願います。 
 

 

貴社名  

媒体名 

 

ご担当者名  

ご住所 〒 

電話番号  ＦＡＸ  

メールアドレス     ＠ 

URL  

掲載・放送予定日  画像到着希望日  

読者・視聴者プレゼント用招待券（最大 5組 10名まで 

本展を媒体でご紹介いただける場合に限ります） 
組      名分希望 

 

※本展に関する記事をご掲載いただきました際には、お手数ですが、掲載誌・紙または記録媒体（VTR/DVD）、URL などを、上記

営業・広報グループ宛にお送り願います。 

※展覧会場の取材、撮影をご希望の場合は、上記までご連絡ください。事前にご連絡のない取材･撮影はお断りいたします。 

※展覧会名ロゴご入り用の場合は別途お問い合わせください。 

営業・広報グループ 宛 ＦＡＸ（０７８）２６２－０９０３ 

新聞・雑誌・ミニコミ 
TV・ラジオ 

『                    』 


